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春休みの暮らしについて 

今月２５日（金）よりおよそ２週間の春休みに入ります。そこで以下の点にご留

意いただき、中学入学や進級に備えていただきたいと思います。 

規則正しい生活習慣について 

子ども達が健やかに成長するためには、適切な運動、調和のとれた食事、十分な

睡眠が大切といわれています。特に、本校の実態としまして、「ゲームや動画の視

聴による運動不足と就寝時刻の遅れ」「朝食の欠食」があげられます。どれも、子

ども達が生き生きと活動したり学習したりするために必要不可欠なものです。春休

みの規則正しい生活について、ご理解とご協力をよろしくお願いします。 

ルールやマナーについて 

ルールやマナーを守ろうとすることで、周りの人と気持ちよく前向きにつながる

ことができます。それだけでなく、「自分はルールやマナーに気をつけている」と

実感することが、充実感を味わったり自信につながったりするといわれています。

是非、ご家庭でも「正しいことを堂々とできる喜び」について話し合ってみてくだ

さい。 

本校では、「わたしたちのやくそく」をルールやマナーの基準として指導をして

います。裏面に載せておりますので、ご家庭でお子様と話し合われる際に活用して

ください。 

１０月の行事予定      

２日(月) 児童委員会⑥ 卒業アルバム写真撮影(６年) 

３日(火)   なかよし班活動 環境調査③④(３年)  

４日(水) 読み聞かせ (６年) 助産師さんからのお話②(６年) 

薬物乱用防止教室③(５年)   

水曜日の個別学習(14：15～14：45) 

５日(木) ５校時【１４:３０（全学年）】 ※職員研修及び会議のため 

校外学習(１年) 

６日(金)  フッ化物洗口   

町たんけん②③(２年)  環境調査③④(３年) 

９日(月) スポーツの日 

１０日(火) なかよし班活動 口座振替日(教材費と給食費) 

１１日(水) 一斉下校 読み聞かせ(１年)  

１３日(金) 修学旅行(６年) 

１４日(土) 修学旅行(６年) 

１６日(月) 代休日(６年) 西山散策③④⑤(2.5年) 

１７日(火) ALT(3.4年) 

１８日（水）      ４校時【１３:１０（全学年）】 ※亀岡市の職員研修のため 

  ※３年２組は、５校時授業【１４:３0(３年２組)】 読み聞かせ(２年)  

                             

※３年２組は、４校時授業【１３:１０（３年２組）】 

水曜日の個別学習〈３年 2組 13:15～13:45/他 14:15～14:45) 

２６日(木) ALT(3.4年)  

２７日(金) フッ化物洗口 

３０日(月) クラブ活動⑥(４.５.６年)  クラブ見学⑥(３年) 

３１日（火）      亀岡中学校入学説明会(６年)(亀岡中 14:50～16：05) 

１１月の行事予定 

   ２日(木) 音楽発表会(児童用) 

３日(金) 音楽発表会(保護者用) ４校時【１２:３０（全学年）】  

※代休日:６日(月) 

１０日(金) ４校時【１３:００（全学年）】 入学説明会 就学時健康診断 

(令和６年度入学予定児童) 

１６日(木) 運動会(第２部) ※予備日:２２日(水) 

SST(ｿｰｼｬﾙｽｷﾙﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ)に取り組んでいます 

なかよし班活動も始まりました 

今年度も、専門の藤原尚子先生を講師にお迎えし、対人関係で

状況に応じた適切な振る舞いや、集団行動や社会生活を営んでい

くために必要な技能(スキル)を養っています。その対人行動を習

得する練習のことを「ソーシャルスキルトレーニング」といいま

す。ゲームやロールプレイなどを通して、場に応じて「好ましい

行動」と「好ましくない行動」を比べたり、よりよいコミュニケ

ーションの方法とはどんな方法か、を考えたりします。 

次回は 10 月５日（木）にあります。 

また、このソーシャルスキルを高めるために、なかよし班(縦

 

亀岡作業所の方々との交流 

６年生は、先日「亀岡作業所」の方々と交流をしました。作業

 

「障がいがあってもなくても、同じ亀岡に住む仲間として仲良

くしていきたい。」「一人一人の個性を活かして働けることはとて

もいいな。」など、子どもたちはそれぞれに感じたことがあった

ようです。 

割り班)での活動をします。

「自分と友達の気持ちは

違うこと」や「場に応じた

言葉を使うこと」等を活か

して、異年齢の仲間とも前

向きなつながりをつくっ

ていってほしいです。 

所の方々のこと、作業所は

どんなところなのか、支援

について等、教えていただ

き、その後一緒に作業をし

て「卓球バレー」をしまし

た。 

【なかよし班では、６年生が考えたゲーム等をします】 

 

１９日（木）      校外学習(４年)【雨天延期】 

２０日(金) フッ化物洗口 

２３日(月) クラブ活動⑥(４.５.６年)  

２４日(火) なかよし班活動   

２５日(水) 読み聞かせ(３年)  

ラグビー  

 現在、フランスにおいてラグビーのワールドカップが開催中です。 

前々回の大会や前回４年前の日本で開催された大会でも、日本代表は格上の強豪国を

次々と破り、話題となりました。今大会でも活躍が期待されます。 

 私はラグビーに関してまったくの素人ですが、８年前の大会で日本代表が超強豪国

の南アフリカ代表を撃破した試合を観て、すっかりラグビーが大好きになりました。

それをきっかけに、ラグビーに関していろいろと勉強しました。そのうちに、ラグビ

ーのルールや考え方が「教育」と深いつながりがあることに、私は気づきました。 

 まず、ラグビーは１チーム 15人で構成されていますが、その中には大きい体格の選

手もいれば、小柄な選手もいます。それは、ポジションごとに必要とされる力が違う

ためです。大きい選手は力を出して相手を押し込み、小柄な選手はスピードを発揮し

て相手陣地を駆け抜けます。そこでは選手たちの個性が尊重され、得意な力を出し合

ってお互いの弱いところをカバーし合います。ラグビーの世界であまりにも有名な「Ｏ

ｎｅ ｆｏｒ ａｌｌ、 Ａｌｌ ｆｏｒ ｏｎｅ（ひとりはみんなのために みん

なはひとりのために）」という言葉は、学級などの集団づくりでよく使うものです。 

 次に、ラグビーは他のスポーツに比べ、外国人選手が多数加入しているのも特徴で

す。親や祖父母が日本国籍を所有していたり、選手が数年間日本で居住していたりす

れば、代表になる資格が与えられます。まさに多様性の尊重です。これも、現在の学

校教育で大切にしていることの一つです。 

 そして試合終了時の言葉である「ノーサイド」の精神です。体をぶつけ合い相手を

倒すこともあるラグビーは、野蛮なスポーツと思われるかもしれません。しかし試合

が終わると、笑顔で握手をしたり肩を抱き合ったりして、相手のチームや選手を讃え

ます。これが「ノーサイド（敵と味方、勝者と敗者の区別はない）」です。子どもた

ちに、相手を尊重しお互いに大切にしようとする心を育むために、私たち教職員は日々

子どもたちとともにがんばっています。 

 日本代表の応援はもちろん、ラグビーがもつこれらのすばらしさにも注目しながら、

これからもラグビーを見つめていこうと思います。そしてそこで感じたことや学んだ

ことを、子どもたちに伝えていきたいと考えています。 

                                       校長  谷口 浩之  


